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はじめに 
 
児玉香菜子 
 
 本報告書は 2018 年から 2 年にかけて実施された千葉大学地域研究センター主催研究プロ
ジェクト「環境変動下における先住民の文化芸術・継承活動とその変遷」の成果をまとめた
ものである。2016 年から 2017 年にかけて実施された「環境変動下における牧畜技術文化と
その変化」の後続プロジェクトである。 
 本プロジェクトは環境変動下において先住民の文化芸術活動と継承がどのようになされ
てきたのか。現在その実態がどのように変化しているのかについて明らかにしようという
ものである。 
本プロジェクトのメンバーは同大学院人文社会科学研究科博士後期課程に在籍するソロ
ンガと欠ヶ端和也、人文公共学府博士後期課程在籍のアルタンバガナ、廣田千恵子、渡邊香
織、博士前期課程に在籍するウニバト、オノン、スルナ、人文公共学府特別研究員の池田健
雄の 10 名である。欠ヶ端和也はアイヌ研究、渡邊香織はアイヌをはじめとする民族教育研
究に従事し、池田健雄の専門は歴史学である。それ以外のメンバーは、すべて文化人類学を
専攻し、モンゴルを研究対象としている。 
各自フィールドワークおよび文献資料の収集分析を継続実施するとともに、本プロジェ
クト研究活動の一環として実施した国際ワークショップと研究会で、それらの成果を研究
発表している（下記参照）。また 2019 年秋に入って週 1 回のペースで勉強会を持ち、メンバ
ー相互に論文の草稿を持ち寄り、活発な議論をおこなってきた。それらを踏まえて今回論考
を寄せたのがアルタンバガナ、廣田千恵子、ソロンガ、渡邊香織、池田健雄の 5 名である。 
以下各論考を簡単に紹介する。 
アルタンバガナの論文は中国内モンゴル自治区における歌舞芸術組織ウラーンムチルの
草創期における上演作品を分析したものである。関係資料を収集し、その限られた資料を丹
念に分析することによって、社会主義における国家主導の芸術活動が当時の国際および国
内政治事情を反映した政策宣伝を主としていたことを明らかにしている。その際にモンゴ
ルの文化芸術が巧みに取り込まれているのは特質に値する。 
廣田千恵子の論文は自身がこれまで収集してきたモンゴル国における少数民族カザフ人
文化の代表ともいえる装飾家具壁かけ「トゥス・キーズ」120 点を詳細に整理分析したもの
である。その結果、トゥス・キーズが大きく変化していること、とりわけミシンの導入によ
る技術的変化とその背景にある社会変化が詳述されている。 
ソロンガの論文は内モンゴル自治区西部乾燥地域のアラシャー盟を事例に、ラクダの去
勢をとりあげたものである。去勢の時期、対象年齢と呼称の変化、術法、作業、放牧管理、
利用について詳述しており、貴重な民族資料でもある。 
渡邊香織の論文は日本統治時代の朝鮮半島から樺太に移住したサハリン韓人の言語・文
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化研究の現状に関する文献調査をまとめたものである。豊富な韓国語資料にもとづくもの
であり、資料的価値も高い。 
池田健雄は中国華北占領期の日本人居留民社会、なかでも太原を中心に研究を進めてき
た。本論は、蒙古連合自治政府の蒙彊政権下における包頭と日本人居留民の実態を日本側の
資料にもとづき、丹念に文献を渉猟し、その実態を明らかにしている。引用文献は中国でも
ほとんど知られていないものであり、広く活用されることが期待される。 
以上のように、本報告書は文化芸術活動と継承をテーマにしながらも、幅広い地域とテー
マを内包したものである。文化芸術活動と継承を考察するうえでも、個別の研究テーマにお
いても貴重な資料になるであろう。 
最後に、本報告書の編集作業を手伝ってくれたアルタンバガナさんに感謝申し上げる。 
 
研究会の期日および報告者、報告テーマは以下の通りである。 
 
日本・モンゴル文化国際ワークショップ 
日時：2019 年 2 月 19 日（火）9:30 ～18：00 
主催：千葉大学大学院人文公共学府地域研究センター 共催： 第 35 回モンゴル研究会 
司会：吉田睦（千葉大学人文科学研究院・教授） 
児玉香菜子（千葉大学人文科学研究院・准教授） 
綜合コメント：荻原眞子（千葉大学名誉教授） 
中川裕（千葉大学地域研究センター長・人文科学研究院教授）開会のあいさつ 
Bai Xiaomei（中央民族大学モンゴル語言文学系博士後期課程） 
Tunensechen Bao and His Khorchin village custom  
Aorigele（中央民族大学モンゴル語言文学系博士後期課程） 
「モンゴル族の葬儀文化における信仰の習慣」 
欠ヶ端和也（千葉大学人文社会科学研究科博士後期課程） 
「アイヌ周辺の下顎骨占いと北東アジアの肩甲骨占い」 
Huna（中央民族大学モンゴル語言文学系修士課程）  
「内蒙古アルコールチン地区の山水伝説」 
Aodan（中央民族大学民族学与社会学学院 PD 研究員） 
「モンゴル国少数民族の現状研究」 
GAO, Yingchun（中央民族大学モンゴル語言文学系博士後期課程） 
「モンゴル文古籍のコレクションの歴史の概況」  
廣田千恵子（千葉大学人文公共学府博士後期課程） 
「モンゴル国カザフ人社会におけるカザフの刺繍壁掛け布トゥス・キーズの継承と背景 
―製作・使用にまつわるエピソードの分析を中心に―」 
T・アルタンバガナ（千葉大学人文公共学府博士後期課程） 
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「内モンゴル自治区における文化政策―シリンゴル盟スニド右旗のウラーンムチル歌舞団
を事例に―」  
渡邊香織（千葉大学人文公共学府博士前期課程）「平取町のアイヌ語教育に関する取り組み」 
ウニバト（千葉大学人文公共学府博士前期課程） 
「現代における牧畜民の固定家屋の増加と牧草地利用の変化―内モンゴル自治区ソニド左
旗の事例から」 
Suriguga（中央民族大学モンゴル語言文学系修士課程） 
「小長谷有紀著『人類学者は草原に育つ』という感想を読んで」 
ソロンガ（千葉大学人文社会科学研究科博士後期課程） 
「ラクダの去勢―アラシャー右旗アラタンオボでの聞き取り調査を中心に」 
総合討論  
サランゲレル（中央民族大学蒙語系・教授）閉会のあいさつ 
 
プロジェクト研究会一覧 
第１回研究プロジェクト研究会 
日時：2019 年 5 月 20 日（月） 
司会：児玉香菜子 
欠ヶ端和也「アイヌの占いについて」」 
渡邊香織「アイヌ語教材分析」 
ウニバト「体制転換期における内モンゴルスニド左旗の牧畜社会の変遷―ネグデルの設立
から解体と土地の分配」 
T・アルタンバガナ「ウラーンムチル歌舞団における隊員のオーラル・ヒストリー―隊員の
インタビュー分析を中心に」 
廣田千恵子「中央アジアにおけるグローバリゼーションが生み出す文化的多様性―カザフ
民族のフェルト敷物”サルマック”の製作と使用・変化から―」 
スリナ（千葉大学人文公共学府博士前期課程） 
「粛北モンゴル自治県における獣医の現状と課題―モンゴル獣医に注目して―」 
オノン（千葉大学人文公共学府博士前期課程） 
「中国内モンゴルの草原地域における牧畜民の現代生活様態」 
ソロンガ「内モンゴルアラシャー盟におけるラクダの牧畜道具に関する考察」 
 
第 2 回研究プロジェクト研究会 
日時：2019 年 10 月 19 日（金） 
ソロンガ 
「ラクダの去勢に関する考察―アラシャー右旗アラタンオボでの聞き取り調査を中心に」 
欠ヶ端和也「アイヌの下顎骨占いと周辺民族の動物骨の占い」 
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廣田千恵子「モンゴル国バヤン・ウルギー県における現代カザフ牧畜文化―家畜の管理・利  
用方法を中心にー」 
アルタンバガナ「環境変動下における内モンゴル自治区のウラーンムチル歌舞団の新たな
発展と文化政策への考察」 
ウニバト「牧畜民の定住化営業になる「エルビク」という合作社（協同組合）の調査―スニ  
ド左旗「エルビク」合作社を事例に」 
大沼田陽介（千葉大学文学部日本・ユーラシア文化コース） 
「内モンゴル牧畜民の生活と草地利用について」 
 
第 3 回研究プロジェクト研究会 
日時：2020 年 2 月 19 日（水）  
共催：第 36 回モンゴル研究会 
司会：児玉香菜子 
総合コメント：荻原眞子（千葉大学文学部名誉教授） 
吉田睦（千葉大学人文科学研究院教授）開会のあいさつ 
オリギル（千葉大学外国人研究者）「モンゴル人葬儀におけるタブーについて」 
池田健雄（千葉大学・特別研究員）「蒙疆政権下の包頭社会と善隣協会包頭医院」 
ソロンガ「騎乗用ラクダの調教―アラシャー右旗バダインジリン・ガチャの牧畜民を事例に」 
T・アルタンバガナ 
「中国内モンゴル自治区におけるウラーンムチル芸術歌舞団―公演演目を中心に―」 
廣田千恵子「『トゥス・キーズ』資料分析―年代別変化に着目して―」 
ウニバト「牧畜活動の空間変容－土地分配と固定式建物を中心に－」 
オノン「中国内モンゴルにおける大学卒牧畜民の現状」 
サランゲレル（中央民族大学教授／千葉大学外国人研究者）閉会のあいさつ 
